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Tsu City Assembly

　Ｍ.Ｏ.Ａ.は、救急件数が増加する中、救急空白地域の発生を防ぐために新た

に創設された救急隊で、日中時間帯に遠隔地域や救急多発地域へ臨機応変な移動

配備を行い、救急現場への到着時間の短縮を目指しています。

　ブルーラインのＭ.Ｏ.Ａ.が出動しているときは、市内で救急出動が逼迫して

いる可能性がありますので、救急車の適正利用にご協力ください。

　Ｍ.Ｏ.Ａ.は、救急件数が増加する中、救急空白地域の発生を防ぐために新た

に創設された救急隊で、日中時間帯に遠隔地域や救急多発地域へ臨機応変な移動

配備を行い、救急現場への到着時間の短縮を目指しています。

　ブルーラインのＭ.Ｏ.Ａ.が出動しているときは、市内で救急出動が逼迫して

いる可能性がありますので、救急車の適正利用にご協力ください。

県内初！令和5年12月1日からＭ.Ｏ.Ａ.※の運用を開始！
※Move Over Ambulance (機動的救急隊)

ひっぱく
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令和５年第４回津市議会定例会
　令和5年第4回定例会が、11月27日から12月20日までの24日間、開催されました。

津 み ら い

　　石川　禎紀

　　藤田　定彦

　　田中　千福

◎　吉田　博康

　　伊藤　哲也 

　☆柏木はるみ

　　岩脇　圭一

　　佐藤　有毅

　今期定例会では、12月4日から7日までの4日間にわたり質疑・質問を行

いましたので、その主な内容をご紹介します。各議員の発言時間は、一

人一律60分以内で、問答の項目は、質疑・質問の中から各議員が選んだ

ものを掲載しています。

議案質疑
一般質問

津　和　会

◎☆保田　勝平

　　川口　和雄

　　倉田　寛次

　　青木　秀晃

　　辻　美津子

　　佐藤　知子

公明党議員団

◎　堀口　順也

　☆小島　晴美

　　安積むつみ

　　青山　昇武

津教育未来

◎　坂井田　茂

至　誠　会

◎　岡村　　武

市 民 の 声

◎☆福田　慶一

一 期 一 会

◎☆桂　　三発

希 望 の 風

◎　田矢　修介

自由民主党市議団

◎　八太　正年

日本共産党津市議団

◎　滝　　勝弘 　　中野　裕子

未 来 開 拓

◎　長谷川　植

津市民の会

◎　渡辺　晃一

一　津　会

◎　田中　勝博

会

派

の

構

成

◎代表者　☆議会だより編集委員
令和5年第4回定例会時点

つ　市　議　会　だ　よ　り2

津 市 創 成

　☆中田　耕平

◎　山路小百合

　　　川　一正

　　小野　欽市

開会日の様子



使用禁止のテー

プが巻かれ、子

どもたちが遊べ

ない遊具　　　

▲

●津市センターパレスホールの売却先の選定方法

について

●津センターパレスビルの今後の位置付けは

●公園遊具等の維持管理について

●大門・丸之内中心市街地活性化事業について

●避難所の防災備品についての地域との連携は

●デジタル図書館の進捗状況は　　　　　　など

おもいやり駐車場の屋根の設置
ほか利便性の向上について問う

問

各施設の利用者の状況を見なが
ら利便性の向上に努める

答

その他の質疑・質問

　今回の法改正は、特定空き家等となってからの

対応には限界があることから、その前の段階から

総合的な対策強化を図るためのものである。この

改正により、中心市街地などの空き家等の活用が

必要な区域を空家等活用促進区域とし、指針を市

の計画に定めることで、建築基準法上の規制につ

いて合理化を図ることができる。また、ＮＰＯ法

人などを空家等管理活用支援法人に指定すること

ができるようになり、空き家の活用等に係る普及

啓発など、現体制の機能強化が期待できる。現津

市空家等対策計画の変更が必要となることも想定

され、津市空家等対策委員会と検討を進める。

　おもいやり駐車場の制度の中では、屋根の設置

に関する基準はないが、三重県ユニバーサルデザ

インのまちづくり推進条例では、車いす使用者用

の駐車区画については屋根の設置が望ましいとい

う基準になっているため、各施設の利用者の状況

を見て判断していくものと考えている。

　また、本庁舎地下のおもいやり駐車場の表示に

ついては、現在、案内誘導看板を5カ所に設置し

て来庁者に分かりやすくなるように努めているが、

今後も表示内容などを工夫し、より利用しやすく

なるよう努めていく。

●基礎自治体と国との関係について

●津市の調達契約について

 ● スライド条項の方針、契約の適正化について

●ボートレース事業の広報戦略について

●地域計画について

 ● 新たな取り組み、市のファシリテーションは

●Ｍ.Ｏ.Ａ.（機動的救急隊）について　　 など

　全国的に空き家を取り巻く状況は非常に厳しく、

津市も例外ではない。その対策のため、国は平成

27年に空家等対策の推進に関する特別措置法を施

行したが、対応に限界があったことから、対策強

化を図る目的で、令和5年に法が改正された。

　この改正の趣旨や新たな概念である「空家等活

用促進区域｣､「支援法人制度」とはどのようなも

のか。また、改正に係る津市の対応状況は。

空家等対策の推進に関する特別
措置法の改正について問う

問

中長期的な視点から、空き家対
策の強化に向けた検討を進める

答

その他の質疑・質問

人と農地の問題

を解決するため

の地域計画、10

年後の農地と担

い手の耕作関係

を示す目標地図

▲

3つ　市　議　会　だ　よ　り

　屋根のないおもいやり駐車場では、車の乗降の

際、車いすをお使いの方、赤ちゃん、ベビーカー

等、雨が降るとずぶぬれになる。屋根を設置すれ

ば解決されると思うが、市の各庁舎で差異があり

屋根がない所もある。付けてもらえないかとの声

を頂くが設置の考えは。また、本庁舎の地下にお

もいやり駐車場があるが、表示が小さく気付きに

くい。分かりやすい表示が必要だと思うがどうか。

津 市 創 成
つ し そ う せ い

会
派
代
表
質
問

録画映像

山 路 
さ
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百 
り
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市 民 の 声
し み ん こえ
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録画映像

福 田 　慶 一
ふ く た けいいち



静岡県小山町で

導入されている

デマンド型の公

共交通。津市で

も検討が開始さ

れている　　　

▲

　都市計画部と健康福祉部が連携し、令和8年度

に実施する津市コミュニティバスの再編を見据え

た検討を進めており、現在の運行に要する予算の

範囲内で、バス停までの距離を短縮すること、需

要のある便を効果的に運行することを柱とし、路

線定期運行に代わるデマンド型交通の導入につい

て検討を進めている。各地域で異なる地理的な状

況や移動ニーズがあることから、できる限りきめ

細かく停留所を設置した上で、商業施設や医療機

関への移動、一般路線バスへの乗り継ぎなどがで

きるように、各地域の意見を聞きながら、利便性

の高い地域公共交通の構築に取り組んでいく。

●報告第33号・第34号　交通事故による損害賠償

に関する専決処分の報告について

●こども基金の創設に関して

●津市エネルギー利用設備設置費補助金制度につ

いて、利用状況および補助金制度拡大の考えは

●津市における公立小学校・中学校の適正規模・

適正配置の考えについて

　津市の公共交通の一つである津市コミュニティ

バスは、ルート・ダイヤを大きく改正し、令和3

年度から新たな形での運行がされてきているが、

新型コロナの影響があるとはいえ、利用者が増え

ていない。地域から公共交通について様々な声が

あると思うが、令和8年度の次期地域公共交通計

画の策定に向けた、各地域に応じた今後の地域公

共交通の在り方について問う。

各地域に応じた今後の地域公共
交通の在り方について問う

問

地域の意見を聞きながら、地域
公共交通の構築に取り組む

答

その他の質疑・質問

　令和5年3月の津市雨水管理総合計画の改定に伴

い、津市下水道事業基本計画の中間見直しにおい

ても事業化についての位置付けをした。

　現在、事業計画を策定しているところであり、

内水浸水想定区域図を作成中で、事業効果を検証

しながら事業認可を受けるための準備を進め、令

和6年度には排水施設の基本・詳細設計を行い、

令和7年度には関係機関との協議および工事発注

に向けた準備を進め、令和8年度から一部工事に

着手していく予定である。

　地域の意見を生かしながら、地域に合った対策

を考え、事業進捗に努める。

●雲出川水系流域治水プロジェクトに対する市長

の思いはどうか

●未来の農業政策・地域計画について

●ボートレース事業の今期の収益見通しについて

●消防の広報・啓発活動について

●一志学校給食センター長寿命化の改修について

●一志放課後児童クラブについて　　　　　など

一志地域における内水対策につ
いて問う

問

令和8年度から一部工事に着手
していく予定である

答

その他の質疑・質問

つ　市　議　会　だ　よ　り4

国土交通省によ

る流域治水プロ

ジェクトのイメ

ージ図

▲

　令和5年3月の津市雨水管理総合計画の改定によ

り、一志町高野から其村までが重点対策地区に追

加され、内水対策が位置付けられた。地域住民に

とっては雲出川、波瀬川の洪水対策も悲願である

が、安心して暮らせる地域づくりに向けて、内水

対策にも大きく期待をしている。現在の事業化に

向けた取り組みと、今後のスケジュールについて

問う。

録画映像

会
派
代
表
質
問

 つ  

津 み ら い

よ し だ ひろやす

吉 田 　博 康

会
派
代
表
質
問

録画映像

津市民の会
かい

渡 辺 　晃 一
わたなべ てるかず

つ し み ん

しんちょく

出典：国土交通省



安濃津よさこい

2023津まつり前

夜祭に参加した

台湾チーム「台

湾華岡芸術学

校」　　　　　

▲

　津市では、津まつりにおいて、台湾の交通部観

光署を通じて学生のダンスチームを14回派遣して

いただき、伝統舞踊を披露していただいている。

また、津市からは津まつりで演舞しているよさこ

いチームが台湾ランタンフェスティバルに18回参

加しており、継続的に祭りを通じた交流を深めて

いる。

　今後も、これまで積み上げてきた交流の歴史を

大切にしながら、交流をさらに深めていきたいと

考えている。

　台湾は大の親日国。日本統治時代のインフラ整

備や教育文化において、台湾の方は今でも日本に

とても感謝している。東日本大震災では200億円

もの義援金が贈られるなど日本と台湾の結びつき

には非常に強いものがある。正式な国交がない日

本と台湾にとって民間、自治体レベルの経済、文

化交流が非常に大切と考え、交流をさらに深める

べきと考えるがどうか。

津市と台湾との国際交流を今後
さらに深める考えはあるか

問

積み上げてきた交流の歴史を大
切にしながらさらに深めていく

答

その他の質疑・質問

　出展数について、平成18年度の第1回津市美術

展覧会においては471点、令和5年度の第18回は約

半数の238点となっている。第1回当時は、部門ご

とに出展できたが、平成25年度の第8回以降、展

示スペースに限りがあることや新型コロナウイル

スの影響などから、すべての部門を通して1人1点

の出展としている。令和2年度以降、これまでに

比べ展示スペースを確保できる久居アルスプラザ

で開催しており、新型コロナウイルスに係る行動

制限が撤廃されたことから、複数部門への出展に

ついて、展示スペースの見直し等も含め、関係機

関と協議の上、前向きに検討していく。

●小中学校の統廃合について

 ● 10年後の児童数および生徒数はどのように変化

していくのか

 ● 複式学級のメリット、デメリットは

●市消防団事業所機能別団員の創設について

●Ｍ.Ｏ.Ａ.（機動的救急隊）について

　現在の津市美術展覧会（市展）の出展数は第1

回開催時と比較してどのような状況か。また、現

在の規定では、すべての部門を通して1人1点の出

展となっているが、出展数増加のためにも異なる

部門での出展もできるようにしてはどうか。

津市の芸術を底上げしよう問

複数部門への出展について、前
向きに検討していく

答

その他の質疑・質問

第18回津市美術

展覧会写真部門

における私の入

選作品　　　　   

▲

5つ　市　議　会　だ　よ　り

●官民連携による取り組みの現状と課題等につい

て

 ● 「中勢グリーンパーク」の整備経過、運営状況

等について

 ● 今後、「Ｐａｒｋ－ＰＦＩ」を活用する考えは

 ● 「道の駅津かわげ」の整備経過、運営状況等に

ついて　　　　　　　　　　　　　　　　　など

未 来 開 拓
み ら い か い た く

会
派
代
表
質
問

録画映像

長 谷 川 　
うえる

植
は せ が わ

一 期 一 会
い ち ご い ち え

会
派
代
表
質
問

録画映像

かつら

桂   　三 発
さんぱつ



会
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表
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問

録画映像

坂 井 田   
しげる

茂

つきょういくみらい

津教育未来

さ か い だ

会
派
代
表
質
問

録画映像

八 太 　正 年

自由民主党市議団

は っ た まさとし

じゆうみんしゅとうしぎだん

市民の憩いの場

である公園施設

すべてに､｢背も

たれ付きベンチ｣

の設置が望まれ

る

▲

　大型テレビの具体的な購入台数として、小学校

59台、中学校22台の計81台の追加購入と小学校70

台、中学校49台の計119台の買い替えを行う。

　大型テレビ活用による教育効果として、一人一

人の特性や能力、興味や関心に応じた学びができ

るよう授業改善を図っている中、学習の参考とな

る資料や児童生徒が取り組んだノートなどを実物

投影機を使って拡大して提示したり、1人1台タブ

レット端末で学習したことを集約して提示したり

するなど、大型テレビを活用して視覚化すること

により、全ての児童生徒にとって分かりやすく興

味関心が高まるような授業を目指している。

●学校トイレ洋式化率の向上について

 ● 和式トイレから洋式トイレへの交換基準は

●「くらし応援　津市プレミアム付商品券2023」

による生活者支援と地域経済の活性化について

●「背付ベンチ」がある公園施設と「背付ベン

チ」がある歩道の街並みを生かした豊かな街づく

りについて

　一般会計補正予算の教育指導活動支援事業とし

て、既設大型テレビの更新および配置基準による

特別教室等への追加配置に、小学校費1,983万4千

円、中学校費1,036万8千円の補正予算額が計上さ

れている。

　この事業についての具体的な購入台数と大型テ

レビ活用による教育効果について問う。

小中学校対象の大型テレビ追加
購入と買い替えの教育効果は

問

分かりやすく興味関心が高まる
ような授業を目指して活用する

答

その他の質疑・質問

　病気休暇を取得した職員の業務は、所属や部局

内での応援に加え、必要に応じて会計年度任用職

員や正規職員を配置するなどし、残された職員に

過剰な負担が掛からないようにしている。

　職員が病気休暇を取得する原因はさまざまで、

担当する業務をうまく進められないこと、上司同

僚以外の者から強い要望や要求を繰り返し受けた

こと、プライベートの問題等がある。

　予防が重要であるため、メンタルヘルスカウン

セリングを実施している臨床心理士の意見を聞い

たり、職員向けの研修などを行っており、今後は

職員がどうすれば現場復帰できるかを考えていく。

●公共工事の火薬使用による民家破損に対する被

害家屋の原状復帰による補償の現況は

●市営浄化槽事業における他人の土地へ浄化槽を

設置し、当該設置工事に係る国庫補助金、県補助

金および市補助金（平成29年度）の交付は正常で

あったか

●海岸堤防整備の進捗状況について　　　　など

　令和4年度は、メンタルヘルス不調による病気

休暇を取得した職員が80人いた。

　市民サービスに支障を来たさないために、残さ

れた職員に過剰な負担が掛かっているにもかかわ

らず、人員の補填をしていないところが多いので

はないか。

　また、職員が病気休暇の取得に至らないように

しっかりと対策を取っているのか。

大切な職員が病気休暇を取得し
ているが、対策は取っているか

問

職員が連鎖的に疲弊していかな
いよう予防し対策を取っていく

答

その他の質疑・質問

つ　市　議　会　だ　よ　り6

現在工事中の津

北部地域海岸堤

防（白塚地区海

岸）　　　　　

▲

ほてん

しんちょく



公立保育園等に

おいて使用でき

ない遊具があり、

修繕が望まれる

▲

　白山中学校の体育館の雨漏りの件については、

令和5年4月のＰＴＡが参加する集会中もバケツで

受けていたと校長から聞き、認識している。その

ような中で、学校施設は校舎、体育館など数多く

あり、まずは児童生徒が長時間使用する普通教室

が含まれる校舎棟を対象に長寿命化改修を進めて

いるところである。その上で、白山中学校の体育

館は屋根全体が劣化しており、改修の実施に当た

っては転落防止のための安全対策の費用が別途掛

かるという課題も含め、雨漏りの改善に向けて関

係各課で協議しながら考えていきたい。

●議案第101号　令和5年度津市モーターボート競

走事業会計補正予算（第2号）

●保育環境の整備について

●学校プールの共用化について

●公園整備について

●防災行政無線について

　白山中学校の体育館は、特に西側や南側の広い

範囲で雨漏りをしており、雨の日やその翌日はそ

の部分が使用できない場合があると認識している。

それにより、体育館で行う体育の授業や学校行事

に影響が出ていると思われるが、どのような認識

を持っていて、どのような対応を取る考えか。

白山中学校体育館の老朽化につ
いてどのような対応をするのか

問

雨漏りの改善に向けて関係各課
で協議しながら考えていきたい

答

その他の質疑・質問

●議員のことを「先生」と呼ぶことについて

●男子へのＨＰＶワクチンの接種費用の助成を

●郵便等による不在者投票について

●ご当地ナンバーの導入を

●ＳＤＧｓ未来都市への応募を

●グリーンライフ・ポイント事業の導入を

●日本パラ陸上競技選手権大会の周知を　　など

　小児がん治療で骨髄移植手術等を受けた影響に

より、定期予防接種で得られた免疫が失われた子

どもは、感染症を防ぐには再接種する必要がある。

再接種は自費となるため、料金は20万円近くにな

る場合もあり、がん治療で身体的・精神的・経済

的負担を抱えている患者家族に、さらに大きな経

済的負担となる。その負担が少しでも軽減できる

よう、再接種費用の助成をするべきでは。

免疫を失った子どもへの定期予
防接種の再接種費用の助成を

問

国の方針を注視するとともに、
課題を整理して検討を進める

答

その他の質疑・質問

国内最高峰の大

会「第35回日本

パラ陸上競技選

手権大会」が令

和6年6月に三重

県で開催される

主催／（一社）日本パラ
　　　陸上競技連盟
主管／（一財）三重陸上
　　　競技協会
協力／三重パラ陸上競技
　　　協会

▲

7つ　市　議　会　だ　よ　り

津 和 会
し ん わ か い

会
派
代
表
質
問

録画映像

保 田  　勝 平
や す だ しょうへい

公明党議員団
こうめいとうぎいんだん

会
派
代
表
質
問

堀 口 　順 也

録画映像

ほりぐち じゅんや

　定期予防接種は疾病のまん延防止を目的に実施

しており、再接種は個人の感染予防の観点が強く

なること、また、感染症に罹患しやすい年齢や疾

病、ワクチンの性質等を踏まえて疾病ごとの対象

者を法令で定めていることから、その実施につい

ては国の厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科

会において検討課題とされている。

　再接種が必要な子どもへの当該予防接種に要す

る費用助成については、体制を整える上で様々な

課題があることから、国の方針を注視するととも

に、津市としては、子どもの命を守るという観点

から、課題を整理して検討を進めていく。

りかん



市営住宅に若い

人の応募・入居

を増やすには、

住みやすく魅力

的にしなければ

ならない

▲

　自衛隊員募集の案内の送付を望まれない方へ案

内を送付してもその目的が果たせないことが明確

なので、以前から電話等で送付を望まない申し出

があったときには、提供する名簿から除外すると

いうことを行ってきた。

　しかし、市民へのお知らせはしてこなかったこ

とから、今後、広報紙やホームページ等において

そのような名簿の提供を行うこと、望まれない方

は受付期間を設けて申し出をいただけることにつ

いて広報をしていきたいと考えている。

●有機フッ素化合物（ＰＦＡＳ）が、水道以外の

各場面で検出されたり使われたりしているか。消

防や市営駐車場の消火剤、また河川等ではどうか

●安心して住める市営住宅にしていくために

 ● 空家（室）の入居者を増やすことについて

 ● 保証人規定の今後は。削除を行うべきでは

●認知症事故救済制度、賠償責任保険の導入を

　津市が自衛隊に自衛隊員募集の適齢者名簿を提

供している問題では、令和5年9月定例会の質問で、

希望すれば名簿から除外される手続きをつくるこ

とを求めた。申し出があれば除外の対処を行うと

言うが、問題は市民にお知らせするかどうかだ。

ホームページや広報津などで、津市が自衛隊に18

歳と22歳の市民の個人情報を提供している事実を

お知らせする必要があるのではないか。

自衛隊への名簿提供について、
提供の事実を市民に公表せよ

問

広報紙やホームページにおいて
周知をしていく

答

その他の質疑・質問

　当該補助金は、津地区合併協議会の環境部会に

おいて、現行のまま新市に引き継ぎ、補助金の在

り方については、新市において検討を進めること

とされた。また、し尿くみ取りの受け付けおよび

料金の徴収に係る補助金は、10市町村で同一ある

いは同種のものではなく、旧津市独自の補助金で

あることから、合併協定書に従い、従来からの経

緯、実情等を考慮しつつ調整してきたものの、現

時点において調整はできていない。補助金の在り

方については、検討を進めてきた。

●し尿くみ取りの受け付けおよび料金の徴収に係

る補助金について

 ● 旧津市の業者と、それ以外の業者との間に不公

平をつくったことをどう考えるか

 ● 補助の対象となっている組合は、職員の退職後

の受け皿として作ったのではないか

　10市町村が合併するに当たり、平成16年11月8

日に調印された合併協定書には、補助金、交付金

等については、10市町村で同一あるいは同種のも

のについては統一する方向で、各市町村で独自の

ものについては新市全体の均衡を保つよう調整す

るとあるが、合併後18年間、し尿くみ取りの受け

付けおよび料金の徴収に係る補助金の調整がなさ

れていないのは、合併協定書不履行ではないか。

補助金の調整をしていないのは
合併協定書履行違反である

問

補助金は新市に引き継ぎ、在り
方について検討を進めてきた

答

その他の質疑・質問

つ　市　議　会　だ　よ　り8

合併協定書には、

補助金、交付金

については2つ

の区分を基本に

調整すると書か

れている　　　

▲

にほんきょうさんとうつしぎだん

会
派
代
表
質
問

録画映像

滝 　 　勝 弘

日本共産党津市議団

たき まさひろ

至 誠 会
し せ い か い

会
派
代
表
質
問

録画映像

岡 村  武
おかむら たけし



個別学習室やグ

ループ学習室、

ブラウジングコ

ーナーや休憩室

があればいいの

に　　　　　　

▲

　新しい図書館については、令和4年度から各図

書館で特色ある蔵書構成とするための重点収集に

取り組んでいる。また、ハンドベルやオーボエの

演奏会を企画したほか、英語に特化したお話し会

や大人のための読み語り会も開催している。

　今後は、図書館のウェブサイトや公式ＳＮＳな

どを活用した情報発信のほか、お薦めの本を持ち

寄り、交換や貸し出しをする民間の取組「まちラ

イブラリー」やウェブサイトを活用してカフェや

待合室などの本をデータベース化して図書館のよ

うに利用する「リブライズ」などの事例を参考に

しながら、新しい図書館づくりに取り組んでいく。

●新たな地域福祉活動の仕組みについて、地区社

協や地域福祉活動団体への支援はどうなるのか

●学校と地域でつくる学びの未来について

●旧学校施設の有効活用について、少子化で生ま

れた廃校を高齢化に生かす考えはどうか

●再生可能エネルギー発電設備の廃棄・リサイク

ルに係る現状と課題はどうなっているのか　など

　本には魅力、影響力、集客、そして人生を豊か

にするような、また、それぞれのリクエストに応

じる力があると考える。全国の特色ある図書館と

して、漫画図書館をはじめ、お茶を飲みながら本

を読む、おしゃべりしながら本を読む、高齢者の

見守りを兼ねた宅配図書館、さらには個人コーナ

ーを設置し、本と人をつなぐ役割を持つ図書館が

ある。このような新しい図書館についての考えは。

図書館は「学びの館」！
本の持つ魅力を市民の皆さんに

問

民間の取り組みなども参考にし、
新しい図書館づくりに取り組む

答

その他の質疑・質問

　自治会への加入は任意で、強制ではないが、人

口減少や高齢化が進む中でその果たす役割は今後

ますます重要になってくることから、加入促進は

大切と考えている。また、地域課題が多様化する

中でデジタル技術を活用し、自治会の業務を見直

すことは、迅速な情報伝達や利便性向上だけでな

く、被災時の安否確認などにも活用でき、メリッ

トは大きいと認識しているが、電子機器に対する

抵抗感や個人情報流出への懸念などの意見も頂い

ている。今後も先進事例の研究を行い、自治会に

対して情報提供などの支援を行うとともに、個別

に相談があれば情報提供や助言を行っていく。

●孤独・孤立対策について津市の考えは

●自宅での避難生活者は、支援物資を受け取るこ

とができるか

●民生委員の選出方法の今後の考え方は

●千歳山荘の復元について、協議したことがある

か

●ボートレース津のパーク化について

　津市に住む市民は、自治会へ加入しなければな

らないのか。

　また、高齢化や加入率の低下等により、自治会

の組織力が弱まっているように感じるが、自治会

の負担軽減のため、スマートフォンのアプリを利

用した自治会の業務に関するＤＸ化の支援等につ

いての考えは。

持続可能な自治会について問う問

自治会の負担軽減に向けた支援
を行っていく

答

その他の質疑・質問

紙媒体の回覧板

を電子化しては

どうか　　　　

▲

9つ　市　議　会　だ　よ　り

一 津 会
い っ し ん か い

会
派
代
表
質
問

録画映像

田 中 　勝 博
た な か かつひろ

個 

人 

質 

問
録画映像

津 和 会
し ん わ か い

佐 藤 　知 子
さ と う ち こ

亀山市立図書館のブラウジングコーナー



津まつりで和船

山車｢安濃津丸｣

に乗る、笑顔の

津クイーン

▲

　一般的に団体や企業が行うコンテストやＰＲの

ための人材募集の多くが、若い女性だけを対象に

していたり、特にその外見で選ばれていたりする

ことは、性別や年齢による役割分担意識の固定化

や外見のみを重視するといった考え方につながり、

好ましい状態とは言えないと考える。津クイーン

は民間組織により運営されているため、津市にお

いてその在り方を決定することはできないが、津

市の観光をＰＲするという人物を選ぶに当たって、

今の時代の流れに合わせて効果的なＰＲ活動を行

える方を性別等に関係なく募集していただければ

と考える。

●津市出会い応援事業について

 ● 応援イベント後、成婚数・出生数を把握できな

いにもかかわらず今後事業を拡大するのはなぜか

 ● 行政の仕事は個人の多様な選択を支えること

●津市役所職員間における給与格差について

 ● 管理職の女性の割合を増やすには

 ● 会計年度任用職員の給与の底上げを　　　など

　津市のＰＲとイメージアップを担う「津クイー

ン」は、津市観光協会などで作る運営委員会が主

催し、前身の「ミス津」から約70年続く。応募資

格は津市在住の18～24歳の女性であり、年齢・性

別要件が設けられ、申し込みには身長・体重の記

載や全身と上半身が写った写真を求められる。若

くなければ、女性でなければ津市のＰＲができな

いのか。

男女共同参画の観点から津クイ
ーンの在り方を問う

問

若い女性に限定せず、誰もが応
募できることが望ましい

答

その他の質疑・質問

　終活支援事業における望ましい市の関わり方や

手法など、先進自治体の取り組みについて現在調

査研究している。津市では、高齢者とその家族に

対して地域包括支援センターが医療、介護、福祉

サービスなどの相談業務を行う中で、相談者自身

からお話があれば、アドバンス・ケア・プランニ

ング（ＡＣＰ）により、自身の死後に発生する葬

儀等について意思を伝えられないことへの不安を

払拭できるよう対応している。今後も、高齢福祉

課や援護課が中心となって、身寄りがない方や身

元不明の方が亡くなった際の葬祭執行など、法に

基づく事務を適切かつ丁寧に行っていく。

●大規模災害時の医療救護所の設置について

●健康寿命の延伸と医療費削減の観点から

 ● 人工透析予防のため糖尿病治療中断者対策は

 ● ＣＯＰＤ（慢性閉塞性肺疾患）重症化予防は

●口腔外傷予防のスポーツマウスガード作製に要

する費用の一部補助の考えは

●指定管理者制度に市民の意見をどう反映するか

　身寄りの無い市民が、生前から自分の望む葬送

等の形を決め、安心感を得ることは葬送等におけ

る自己実現といえる。市民の命の尊厳を守る意味

からも、ここに目を背けず、どう解決するか福祉

的視点で捉え、取り組む必要があるのではないか。

自分が亡くなるときにどうしてほしいかを訴え、

登録するというような終活支援事業を市で行えば、

市民も安心できるのではないか。

身寄り無き単身高齢者の人生の
終盤を支える終活支援の考えは

問

市の関わり方など、先進自治体
の取り組みを調査研究している

答

その他の質疑・質問

つ　市　議　会　だ　よ　り10

人生の最終段階

に備え、自らが

望む医療やケア

について事前に

考える「ＡＣＰ」

（人生会議）　

▲

個 

人 

質 

問

にほんきょうさんとうつしぎだん

録画映像

中 野 　裕 子

日本共産党津市議団

な か の ゆ う こ

個 

人 

質 

問
録画映像

安 積 
　

む 
　

つ 
　

み
あ づ み

公明党議員団
こうめいとうぎいんだん

津市在宅療養支援センター提供



「津市狭あい道

路整備事業」パ

ンフレット。本

庁舎1階と、建

築指導課(5階)

で入手できる　

▲

　シルバーエミカの利用件数は年々増加している

が、今後も高齢者人口の増加とともに、シルバー

エミカの利用者も増加が続くと考えられることか

ら、より多くの方がシルバーエミカを利用できる

ようにしたい。

　最近、路線バスの運賃が少し高くなったので、

その分のポイントを増やすというのも一つの考え

方かと思うが、津市コミュニティバスとの関係も

あり、津市コミュニティバス全体をどういうふう

に見直していくかという現在行っている議論と一

緒に、シルバーエミカのポイントについても、今

後検討していく。

●帯状疱疹ワクチン接種について

 ● 接種費用の助成について

●児童虐待防止対策について

 ● 対策の強化について

 ● オレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペー

ンについて

●狭あい道路整備事業について

　シルバーエミカは65歳以上の希望者に交付され

る津市独自のＩＣカード乗車券である。現在、バ

スの乗車運賃に利用できる2,000円分のポイント

が付与されているが、運賃の値上げなどにより家

計に影響を与えているため、ポイントの上乗せを

求める声が多い。バスを多くの方々に利用してい

ただくため、シルバーエミカのポイントを増やす

べきだと考えるがどうか。

シルバーエミカのポイント見直
しの考えは

問

津市コミュニティバス全体の見
直しとともに検討していく

答

その他の質疑・質問

　ＬＩＮＥなどのアプリを使用することで、例え

ば子育てに関する情報発信や道路の陥没や路肩の

崩落などの情報収集が可能となる。これらの情報

の受発信は非常に重要であると認識しており、Ｌ

ＩＮＥのアプリを含め、情報の受発信の手法につ

いて、市民ニーズや利便性、どういった手法を組

み合わせれば一番効果的に運用できるかなどを考

慮し、前向きに検討していく。

●カーボンニュートラルの実現に向けた取り組み

 ● 個人・家庭での温室効果ガス削減の取り組みは

●学校施設の修繕・維持管理について

 ● 学校施設修繕にこども基金を充当する考えは

●教育におけるウェルビーイングの向上について

●子ども・子育て支援の周知・サポート方法は

●市民からの公共施設等の破損時の通報は

　デジタル化が進む昨今、スマートフォンの普及

に伴い行政の情報発信や情報収集の向上を図るた

めにＳＮＳを活用すべきである。ＬＩＮＥのメニ

ューやチャットなどを利用すれば知りたい情報を

24時間いつでも知ることができる。そこで「持ち

運べる役所」を実現し、住民と行政の距離を縮め、

より利便性の高い行政サービスを提供するために

ＬＩＮＥ公式アカウントの運用について問う。

より利便性の高い行政サービス
の提供について問う

問

情報の受発信の手法について、
前向きに検討していく

答

その他の質疑・質問

津市地域脱炭素

宣言を行ってか

ら1年が過ぎた。

もっと市民一丸

となった取り組

みを　　　

▲

11つ　市　議　会　だ　よ　り

個 

人 

質 

問

公明党議員団
こうめいとうぎいんだん

小 島 　晴 美

録画映像

こ じ ま は る み

個 

人 

質 

問
録画映像

石 川 　禎 紀

 つ  

津 み ら い

いしかわ よしのり
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開発団地内にあ

る公園　　　　

▲

　都市計画法において、開発区域の面積が3千平

方メートル以上、5万平方メートル未満の開発に

ついては、面積の3％以上の公園、緑地または広

場を設けることとされており、津市も同様の基準

で運用しているが、同法施行令の改正により、公

園等の設置を義務付ける開発区域の面積の最低規

模を1万平方メートルを超えない範囲で緩和でき

るようになり、実際に姫路市や日立市などでこう

した運用をしていることは把握している。公園の

利用状況や行政の負担などのバランスを見ながら、

よりよい住環境の形成につながるよう、先進地の

運用状況などについて調査研究していく。

●通学路交通安全プログラムの現状と課題

 ● 合同点検実施箇所の公表について

 ● 関係部局との連携について

●個別施設計画について

 ● 施設カルテの有効活用を

 ● 進捗状況の確認は

●公園の維持管理について

　団地開発に伴う公園の増加により、公園の管理

に係る地方公共団体の負担が増加する中、国は地

方公共団体が条例により、一定の条件の下、開発

行為に伴う公園等の設置基準（整備が必要な開発

区域の面積の最低限度）を緩和できるように制度

を改正しており、実際に運用している市町もある

と聞いているが、津市の考えは。

団地開発に伴う公園の設置に係
る取り扱いについて問う

問

先進地の運用状況について調査
研究していく

答

その他の質疑・質問

　津市では病院等での個別健診に加え、健診事業

者との契約による施設健診、各保健センター等で

行う巡回健診、地域で一定数がまとまって健診を

希望される場合の出前健診を行っている。また、

未受診者へのはがきや電話での受診勧奨のほか、

モデル地区を設定して地区住民相互での声掛けや

チラシの回覧に加え、市職員が地域住民のお宅へ

の戸別訪問などを行っている。

　個別健診の期間について、三重県医師会との協

議では11月末日以降の延長は医療機関での受入れ

が困難であるとされたが、今後、津地区医師会や

久居一志地区医師会の意見も伺っていきたい。

●小中学校・保育園の施設、備品の修繕について

 ● 教育委員会の修繕班とは、どのような組織でど

のような内容の業務か

 ● 出動する頻度は

 ● 交通費など手当はできているか

 ● 保育園はどのような対応となっているか

●休日夜間窓口について

　津市が行う特定健康診査は、「メタボリックシ

ンドロームに着目し、その要因となっている生活

習慣を改善するための健康診査および保健指導を

行い、メタボリックシンドロームの該当者・予備

群を減少させること」を目的としているが、その

受診率は県内でもかなり低い数字となっている。

　受診率を高めるために、受診できる期間を見直

すなど、何か対策は取っているのか。

メタボ健診の受診率向上を問

個別健診のほか多様な受診機会
の提供などに取り組んでいく

答

その他の質疑・質問

つ　市　議　会　だ　よ　り

ＳＤＧｓの目標

に向かう政策の

一つとして、市

役所本庁の休日

夜間窓口の改善

を

▲

個 

人 

質 

問
録画映像

　 川 　一 正
よしかわ いっせい

津 市 創 成
つ し そ う せ い

個 

人 

質 

問
録画映像

 つ  

津 み ら い

ふ じ た さだひこ

藤 田 　定 彦



津市内のおなじ

みのスポットが

ドラマや映画で

使用されれば、

さらに愛着も沸

いてくるはず

▲

　これまで、広報課においてシティプロモーショ

ンの一環としてロケ誘致に力を入れてきた。直近

の実績として、令和5年に公開された「レジェン

ド＆バタフライ」や「わたしの幸せな結婚」の作

品公開に合わせて、制作会社や地元企業とタイア

ップをして、ロケ地をＰＲした。

　今後は、映画やドラマなどの撮影の誘致、撮影

支援を強化するため、ロケ誘致やロケツーリズム

促進を目的に、津市ホームページへロケ地を紹介

するページを追加したり、ＮＰＯ法人ジャパン・

フィルムコミッションへの加入を進めるなどロケ

誘致の機会を逃すことのないように努める。

●要介護、要支援認定の所要時間長期化について

 ● 進捗状況、今後の取り組みは

●家庭ごみの分別・再利用について

 ● 容器包装プラスチックについて

 ● 古紙について

●レトロな商業施設の情報発信について

 ● 市内のレトロな商業施設の現状、情報発信は

　「レジェンド＆バタフライ」や「わたしの幸せ

な結婚」などのように津市でドラマや映画、お店

紹介のロケが増えれば、いわゆる「推し活」や

「聖地巡礼」を目当てに津市を訪れる観光客や旅

行客が増えたり、行列のできるお店や商品の販売

につながるなど、その経済効果やシティプロモー

ション効果も大きいと考えるが、今後、テレビや

映画のロケ誘致にもっと力を注いではどうか。

テレビや映画のロケ誘致につい
て問う

問

ロケ誘致の機会を逃すことのな
いように努める

答

その他の質疑・質問

　横断歩道付近に標識などを設置して、運転者に

歩行者の安全確保への注意喚起を行っているほか、

警備員と駐車場整理員が設備の破損や不備、トラ

ブルなどの点検をしており、警備員は口頭や日報

で、駐車場整理員は口頭やメモで異常等を財産管

理課へ報告することとしている。駐車場整理員は

駐車場内や周辺の案内、清掃、無断駐車の対策等

の業務も担っており、平日は4名、休日は3名を配

置している。また、津リージョンプラザを出た歩

行者が駐車場の出入り口付近を通行することがあ

ることは認識しており、一番安全な動線について

表示するなどして、歩行者への周知に努めていく。

●三重県指定史跡津城跡の管理について

 ● 三重県指定史跡津城跡保存管理計画について

●松などの植栽の管理について

 ● 城跡としての管理の考え方は

 ● 都市公園としての管理の考え方は

 ● 津城跡および周辺のカラス被害対策は

●地震・台風による津城跡の被害想定は

　津市役所本庁舎来庁者用駐車場の1日当たりの

平均駐車台数は約1,000台で、多い日は2,000台を

超える。安全対策・安全点検の方法および駐車場

整理員の役割と勤務体制はどのようなものか。

　また、駐車場の出入り口付近は自動車と歩行者

双方の通行が見えにくく、交通事故が発生する恐

れがある。駐車場の前の車路を歩行者が横断する

ことの危険性の認識と安全対策について問う。

津市役所本庁舎来庁者用駐車場
の安全対策について問う

問

安全な利用について、歩行者や
運転者への周知に努めていく

答

その他の質疑・質問

歩行者と自動車

が交差して危険

な津市役所本庁

舎来庁者用駐車

場の出入り口付

近

▲

１３つ　市　議　会　だ　よ　り

個 

人 

質 

問
録画映像

中 田 　耕 平
な か だ こうへい

津 市 創 成
つ し そ う せ い

個 

人 

質 

問
録画映像

柏 木 
　

は 
　

る 
　

み

 つ  

津 み ら い

かしわぎ
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新道路が整備さ

れれば一志地域

の南北バイパス

となり、緊急自

動車の到着時間

が短縮される　

▲

　次期都市マスタープランの策定については、令

和9年度の完成を予定しており、策定に係る進め

方も含めて、各部局の連携を進めながら、市民を

はじめ市議会、関係者等にしっかり議論していた

だけるよう準備を行っていきたい。

　井関・田尻方面から小山までの道路については、

現在はいずれの計画にも位置付けがない状況であ

るが、まずはその必要性や重要度あるいは優先順

位などについて、地域や関係者との間で機運の醸

成が図られた上で、担当部局と十分な議論がなさ

れていくことが望ましいと考えている。

●企業が直接償還する奨学金制度について

●災害時における緊急車両通行のための高速道路

の活用について

●災害時に備えた携帯基地局の関係道路の支障樹

木の事前伐採について

●災害用ポータブル発電機の啓発や対象範囲の拡

大について

　市町村合併以前から構想がある井関・田尻方面

から小山へ抜ける新道路の整備について、都市マ

スタープランに反映できないか。当該道路の整備

が実現すれば、緊急自動車の川合地区への到着時

間を大幅に短縮することができるとともに、一志

嬉野インターチェンジへの近接性から、物流性を

上げ、特別高圧の送電線が走る一志地域に企業誘

致の可能性をもたらすと考えるがどうか。

一志地域の新道路整備の構想に
ついて問う

問

必要性や重要度などに係る十分
な議論が必要だと考える

答

その他の質疑・質問

　大門・丸之内地区未来ビジョンに掲げる取り組

みの一つである立町・大門大通りの道路整備を見

据えたときに、これに先立って老朽化している水

道管や下水道管の更新を進めていく必要がある。

　令和5年11月から、大門地内で下水道管更生工

事が始まっており、今後、未定ではあるが、開削

を必要とするような下水道管や水道管の更新整備

が行われる際も、手戻りなく適切なタイミングで

施工できるように検討・調整を行うことが必要と

なってくるため、都市計画部が中心となって庁内

の関係部局との調整を行っていきたい。

●中心市街地活性化の社会・活用実験について

●シンポジウム「津城をたどる」開催について

●津ボートのパーク化計画に地中熱の利活用を

●各総合支所と学校施設へＬＥＤ照明器具を

●お城公園における指定管理者制度導入について

●市営住宅の施設と維持管理の状況について

●宅配ボックス設置に助成制度の導入を　　など

　都市計画部が中心となって進められている「大

門・丸之内　未来のまちづくり」であるので、道

路、上下水道、電柱、電線などのインフラ整備も

全体のまちづくりの中で計画していくべきである。

令和5年第1回定例会の答弁では「各部局において、

個別の実施計画に基づき進める」とあったが、大

門・丸之内地区のまちづくりの中で時期や内容を

決めていくべきである。

「大門・丸之内　未来のまちづ
くり」のインフラ整備の計画は

問

適切なタイミングで施工できる
よう関係部局と調整していく

答

その他の質疑・質問

つ　市　議　会　だ　よ　り

お城公園におい

ても、今後、必

要に応じて指定

管理者制度の導

入を

▲

個 

人 

質 

問
録画映像

津 和 会
し ん わ か い

青 木 　秀 晃
あ お き ひであき

個 

人 

質 

問

公明党議員団
こうめいとうぎいんだん

青 山 　昇 武

録画映像

あおやま のりたけ



国民健康保険法施行令が改正され、同令に規定する市町村の保険料の賦課に関する基準において、出産した被
保険者等がある場合の国民健康保険料の所得割額および被保険者均等割額の減額について規定されたことなど
に伴う所要の改正

水道事業、工業用水道事業及び公共下水道事業に加え、新たに市営浄化槽事業、共同汚水処理施設事業および
農業集落排水事業について、地方公営企業法の規定の全部を適用するための所要の改正

津市水道事業、工業用水道事業及び公共下水道事業の設置等に関する条例の一部の改正について

津市国民健康保険条例の一部の改正について

津市水道事業給水条例の一部の改正について

津市水道事業給水条例及び津市工業用水道事業給水条例の一部の改正について

水道料金および工業用水の料金に係る遅延損害金を徴収するための所要の改正

津市水道事業、工業用水道事業及び公共下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の施行に伴う
関係条例の整理に関する条例の制定について

津市水道事業、工業用水道事業及び公共下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の施行に伴い、
関係条例を整理する条例の制定

生活衛生等関係行政の機能強化のための関係法律の整備に関する法律により、水道整備・管理行政が厚生労働
省から国土交通省へ移管されることに伴う所要の改正

議案第72号

議案第73号

議案第74号

議案第76号

議案第77号

議案第78号

津市公共下水道条例の一部の改正について

津市公共下水道事業受益者負担に関する条例の一部の改正について

津市公民館の設置及び管理に関する条例の一部の改正について

波瀬川、中村川及び赤川が特定都市河川浸水被害対策法に基づく特定都市河川に指定されたことに伴い、特定
都市河川流域における雨水貯留浸透施設の設置工事について、同法の規定に基づき、日本下水道事業団が行う
ことができるようにするための所要の改正

白塚町地内における令和4年度繰越分の津北部第3-2処理分区公共下水道工事および一身田豊野地内における令
和5年度分の津北部第7処理分区公共下水道工事の完了に伴い、新たに負担区および負担金の額を設定するため
の改正

津市長野公民館および津市辰水公民館を廃止し、新たな地域の拠点となる公民館として津市高宮公民館を津市
美里公民館として活用するための所要の改正

議案第79号

議案第80号

議案第81号

議案第82号

津市消防本部及び消防署の設置等に関する条例の一部の改正について

津市北消防署を移転するための改正

工事請負契約について

津興橋大規模更新事業橋梁（上部工）架設等工事　5億6,100万円

議決結果一覧表

1５つ　市　議　会　だ　よ　り

　今期定例会では、承認2件、報告4件、条例の制定1件・一部

改正14件・廃止1件、令和5年度補正予算14件、請願3件、人事

案件7件、その他8件の54議案が審議されました。

　その結果、報告4件を除く47件は承認、可決、同意され、請

願3件は不採択とされました。

議案番号

承 認 第 5 号

議案第67号

承 認 第 6 号

議　　案　　名

概　　　要

令和5年度津市一般会計補正予算（第8号）
予防衛生事業の増による4,457万2,000円の増額補正

令和5年度津市一般会計補正予算（第7号）
予防衛生事業の増による4,441万2,000円の増額補正

人事院勧告に伴い、給料月額を平均1.1％引き上げ、令和5年12月期の期末手当と勤勉手当の支給月数を定年前
再任用短時間勤務職員以外の職員は0.05月分ずつ、定年前再任用短時間勤務職員は0.025月分ずつ引き上げ、
令和6年度以降の期末手当と勤勉手当の支給率については、現行と比べ6月期および12月期それぞれ定年前再任
用短時間勤務職員以外の職員は0.025月分ずつ、定年前再任用短時間勤務職員は0.0125月分ずつ引き上げるな
どの改正　

可決された議案

【全会一致（出席全議員が賛成）で承認・可決・同意された議案】

専決処分の承認について

専決処分の承認について

津市職員の給与に関する条例及び津市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部の改正について



議案第100号
令和5年度津市下水道事業会計補正予算（第1号）

令和5年度津市モーターボート競走事業会計補正予算（第2号）

令和5年度津市一般会計補正予算（第9号）

価格高騰重点支援給付金給付事業、低所得のひとり親世帯生活応援給付金給付事業の増による21億9,852万
9,000円の増額補正等

議案第101号

議案第102号

議案第103号

収益的支出348万8,000円の増額補正、資本的支出300万9,000円の増額補正

収益的支出53億9,255万6,000円の増額補正

津市公平委員会委員の選任につき同意を得るについて

西川　源誌
にしかわ げんし

議案第104号
津市固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を得るについて

伊藤　仁
い とう じん

議案第105号
津市固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を得るについて

斧田　正長
だおの まさなが

議案第106号
津市固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を得るについて

片山　光
かたやま ひかる

つ　市　議　会　だ　よ　り1６

議　　案　　名
議案番号

議案第83号

議案第84号

議案第85号

議案第86号

議案第87号

議案第89号

議案第91号

工事請負契約の一部の変更について

工事の施行に関する協定の一部の変更について

津興橋大規模更新事業橋梁（下部工）築造等工事に係る契約の一部変更　変更前13億9,926万6,000円　変更後
13億6,248万4,200円

近鉄名古屋線津・江戸橋間における上津架道橋改築工事の施行に関する協定の一部変更　変更前20億3,000万
円　変更後23億1,400万円

国庫支出金等精算返納金等の増、国民健康保険事業運営基金積立金等の減による1億2,554万5,000円の増額補
正（事業勘定）、一般職給の増による8万8,000円の増額補正（直営診療施設勘定）

訴訟上の和解について

第三者行為による損害賠償請求事件ほか6事件に係る訴訟上の和解

津市民テニスコートの指定管理者の指定について

三幸・三重県生涯スポーツ協会グループ（令和6年4月1日から令和9年3月31日まで）

津市久居老人福祉センターの指定管理者の指定について

社会福祉法人自由学苑福祉会（令和6年4月1日から令和11年3月31日まで）

議案第92号
令和5年度津市介護保険事業特別会計補正予算（第2号）

認定調査等事業等の増、一般職給等の減による2,127万4,000円の増額補正

議案第93号
令和5年度津市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第1号）

後期高齢者医療広域連合納付金、一般職給の増等による4,223万4,000円の増額補正

議案第94号
令和5年度津市営浄化槽事業特別会計補正予算（第1号）

市営浄化槽事業、一般管理事業の減による234万円の減額補正

議案第95号
令和5年度津市共同汚水処理施設事業特別会計補正予算（第1号）

一般管理事業の減による36万3,000円の減額補正

議案第96号
令和5年度津市農業集落排水事業特別会計補正予算（第1号）

一般管理事業の減による51万3,000円の減額補正

議案第97号
令和5年度津市土地区画整理事業特別会計補正予算（第1号）

一般職給の減等による349万8,000円の減額補正

議案第98号
令和5年度津市住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第1号）

貸付事業運営費、一般職給の増による828万1,000円の増額補正

議案第99号
令和5年度津市水道事業会計補正予算（第1号）

収益的支出7,405万9,000円の減額補正、資本的支出168万9,000円の減額補正

市道路線の認定について

令和5年度津市国民健康保険事業特別会計補正予算（第2号）

椋本第5号線ほか5路線の認定

概　　　要



１7つ　市　議　会　だ　よ　り

議　　案　　名
議案番号

概　　　要

議案第107号
津市固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を得るについて

村瀨　勝彦
むら せ かつひこ

議案第108号
津市固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を得るについて

岩本　裕道
いわもと ひろみち

議案第109号
津市固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を得るについて

山田　裕治
やま だ ゆう じ

滝勝弘、中野裕子、
岡村武、
長谷川植（拒否）

議案第90号

令和5年度津市一般会計補正予算（第10号）

一般職給、障害者福祉事業、建設発生土処分対策事業の増等による3億7,151万3,000円の増
額補正等

《反対討論　日本共産党津市議団　滝　勝弘議員》津市議会議員をはじめ特別職の期末手当の引き上げに基づ
いた調整が含まれていること、また、戸籍住民記録事業における仮名表記のためのシステム改修は、健康保険
証を廃止してマイナンバーカードに置き換えようとするマイナンバー法改正に伴って進められているもので、
マイナンバー制度の拡大に問題があると考えることから反対する。

【賛成多数で可決された議案】

概　　　要

賛成しなかった
議員

議　　案　　名
議案番号

一般社団法人三重中勢勤労者サービスセンター（令和6年4月1日から令和11年3月31日まで）

岡村武（拒否）

岡村武

議案第75号

議案第88号

津市センターパレスホールの設置及び管理に関する条例の廃止について

サン・ワーク津の指定管理者の指定について

津市センターパレスホールを、大門・丸之内地区における新たなにぎわいや回遊性を生み
出す交流拠点として活用可能な民間事業者に売却することから、令和6年3月31日をもって
当該ホールを廃止するため、条例を廃止

議案第68号

津市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部の改正について

一般職の期末手当および勤勉手当の支給率の改定に連動し、令和5年12月期の期末手当の
支給月数を0.1月分引き上げ、令和6年度以降の期末手当の支給月数を、現行と比べ6月期
および12月期それぞれ0.05月分引き上げる改正

滝勝弘、中野裕子、
渡辺晃一、岡村武、
長谷川植

《反対討論　日本共産党津市議団　滝　勝弘議員》市民の暮らしや地域経済は物価高騰によって深刻な状況で
あり、そのような状況の下、議員の期末手当の引き上げは、市民の理解が得られないものであると考えること
から反対する。

議案第69号

津市常勤の監査委員の給与及び旅費に関する条例の一部の改正について

一般職の期末手当および勤勉手当の支給率の改定に連動し、令和5年12月期の期末手当の
支給月数を0.1月分引き上げ、令和6年度以降の期末手当の支給月数を、現行と比べ6月期
および12月期それぞれ0.05月分引き上げる改正

滝勝弘、中野裕子、
岡村武、長谷川植

《反対討論　日本共産党津市議団　滝　勝弘議員》市民の暮らしや地域経済は物価高騰によって深刻な状況で
あり、そのような状況の下、特別職の期末手当の引き上げは、市民の理解が得られないものであると考えるこ
とから反対する。

議案第70号

津市市長及び副市長の給与及び旅費に関する条例の一部の改正について

一般職の期末手当および勤勉手当の支給率の改定に連動し、令和5年12月期の期末手当の
支給月数を0.1月分引き上げ、令和6年度以降の期末手当の支給月数を、現行と比べ6月期
および12月期それぞれ0.05月分引き上げる改正

滝勝弘、中野裕子、
岡村武、長谷川植

《反対討論　日本共産党津市議団　滝　勝弘議員》市民の暮らしや地域経済は物価高騰によって深刻な状況で
あり、そのような状況の下、特別職の期末手当の引き上げは、市民の理解が得られないものであると考えるこ
とから反対する。

議案第71号

津市教育委員会教育長等の給与及び旅費等に関する条例の一部の改正について

一般職の期末手当および勤勉手当の支給率の改定に連動し、令和5年12月期の期末手当の
支給月数を0.1月分引き上げ、令和6年度以降の期末手当の支給月数を、現行と比べ6月期
および12月期それぞれ0.05月分引き上げる改正

滝勝弘、中野裕子、
岡村武、長谷川植

《反対討論　日本共産党津市議団　滝　勝弘議員》市民の暮らしや地域経済は物価高騰によって深刻な状況で
あり、そのような状況の下、特別職の期末手当の引き上げは、市民の理解が得られないものであると考えるこ
とから反対する。



つ　市　議　会　だ　よ　り18

議　　案　　名
議案番号

報告第33号
専決処分の報告について

交通事故による損害賠償額の決定　37万3,060円

報告第34号
専決処分の報告について

交通事故による損害賠償額の決定　23万4,806円

報告第35号
専決処分の報告について

道路管理の瑕疵による損害賠償額の決定　8万5,050円

報告第36号
専決処分の報告について

保育所における事故による損害賠償額の決定　1万円

概　　　要

報　　告

不採択とされた請願

概　　　要
賛成議員

請　　願　　名
請願番号

滝勝弘、中野裕子、
桂三発、坂井田茂

滝勝弘、中野裕子、
桂三発、坂井田茂

滝勝弘、中野裕子、
桂三発、坂井田茂

請願第10号

請願第11号

請願第12号

帯状疱疹ワクチンの定期接種化を求める請願書

おたふくかぜワクチンの定期接種化を求める請願書

おたふくかぜワクチンの公費助成を求める請願書

帯状疱疹の発症率は50歳代から上昇して60～80歳代でピークを迎え、80歳までに3人に1人
が発症するといわれており、発症予防にはワクチンが有効とされているが、費用が高額に
なることから接種を諦める高齢者も少なくない。帯状疱疹の合併症として最も多い帯状疱
疹後神経痛は痛みが長期間続くことがあり、医療費も多くかかることから、帯状疱疹ワク
チンが定期接種化されることを関係機関に働きかけるよう請願する。

おたふくかぜは髄膜炎や脳炎・脳症などの神経の合併症を伴うことがあり、合併症により聴覚
障害などの後遺症を残すだけでなく、まれに死に至る場合もある。おたふくかぜワクチンは、
乳幼児の死亡・後遺症のリスクを軽減させる重要なワクチンであるが、経済的理由で接種でき
ない乳幼児も多く、また、おたふくかぜの危険性を認識できていない保護者も多くいると思わ
れることから、当該ワクチンが定期接種化されることを関係機関に働きかけるよう請願する。

おたふくかぜは軽い病気と思われがちであるが、髄膜炎や脳炎・脳症などの神経の合併症を
伴うことがあり、合併症により聴覚障害などの後遺症を残すだけでなく、まれに死に至る場
合もある。おたふくかぜワクチンは、おたふくかぜによる乳幼児の死亡・後遺症のリスクを
軽減させる重要なワクチンであるが、経済的理由で接種できない乳幼児も多く、また、おた
ふくかぜの危険性を認識できていない保護者も多くいると思われることから、当該ワクチン
が定期接種化されるまでの間、ワクチンの費用の助成を関係機関に働きかけるよう請願する。

《賛成討論　日本共産党津市議団　中野　裕子議員》おたふくかぜに自然感染すると、合併症として聴力の回
復がほぼ望めないムンプス難聴を発症する恐れがあり、日本小児科学会だけでなく日本耳鼻咽喉科頭頸部外科
学会もワクチンの定期接種化を推奨している。それまで聞こえていた人が聞こえなくなり、一生後遺症に苦し
むということのないようにとの考えから賛成する。

《賛成討論　日本共産党津市議団　中野　裕子議員》おたふくかぜワクチンの接種料金は、抗体を獲得するた
めに2度接種すると8,000～12,000円程度かかる。このように高額で、危険性も十分に認知されていないため、
おたふくかぜワクチンの接種率は30～40％と低く、おたふくかぜは今後も大規模に流行する可能性がある。強
い感染力を持つおたふくかぜのワクチンは公費で助成されてしかるべきと考えることから賛成する。

《賛成討論　日本共産党津市議団　中野　裕子議員》帯状疱疹を発症すると、焼けるような痛みで夜も眠れな
くなったり、日常生活や就労が制限されることも多々ある。国主導での定期接種化が必須であると考えること
から賛成する。

岡村武（拒否）

津市手数料徴収条例の一部の改正について

予防衛生事業の増による4,446万6,000円の増額補正

令和5年度津市一般会計補正予算（第11号）

滝勝弘、中野裕子、
岡村武（拒否）、
長谷川植（拒否）

議案第110号

議案第111号

地方公共団体の手数料の標準に関する政令が改正され、戸籍等に関する電子証明書提供用
識別符号の発行事務に係る手数料の額の標準が規定されたこと、また、消防法に規定する
危険物を貯蔵する施設の設置に関する許可に係る手数料の額の標準が引き上げられたこと
などに伴う所要の改正

《反対討論　日本共産党津市議団　滝　勝弘議員》戸籍等に関する電子証明書提供用識別符号の発行事務に関
する手数料はマイナンバー制度に基づくものであり、元の法律であるマイナンバー法に問題があると考えるこ
とから反対する。

概　　　要

賛成しなかった
議員

議　　案　　名
議案番号



１９つ　市　議　会　だ　よ　り

議会運営委員会が先進自治体を視察
　令和5年10月18日から20日にかけて議会運営委員会が、県外の先進自治体への視察を行いまし

た。それぞれの委員が、調査項目について理解を深め、今後の議会運営に生かすため、他の自

治体の先進的な事例を学びました。

10月18日～20日

佐賀市での視察

山口県山口市

議会活動の充実強化のための改革に関する

協議を行う議会改革検討協議会について

大分県中津市

市が抱える課題の解決に向け、本会議にお

いて行う自由討議について

佐賀県佐賀市

議会全体のスキルアップのための研修会な

らびに大規模災害時の議会および議員の役

割や行動指針について

11月 7日

　　20日

　　27日

　　29日

12月 4日

　   5日

　   6日

 　  7日

全員協議会、会派代表者会議

議会運営委員会

本会議（開会日）、会派代表者会議

議会運営委員会

本会議（質問日）

本会議（質問日） 

本会議（質問日）、議会運営委員会

本会議（質問日） 　

12月11日

　　12日

　　13日

　　14日

　　19日

　　20日

令和6年

 1月24日

建設水道委員会、会派代表者会議

教育厚生委員会

経済環境委員会

総務財政委員会

議会運営委員会 

本会議（閉会日）、議会だより編集委員会　

議会だより編集委員会  

議会日誌

令和5年

令和5年11月1日～令和6年1月31日

視察者

堀口　順也・山路小百合・滝　　勝弘・渡辺　晃一・岡村　　武・長谷川　植・田中　勝博・坂井田　茂・

八太　正年・福田　慶一・田矢　修介・吉田　博康
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つ市議会だより　第72号

　　　年4回発行（5月･8月･11月･2月）

編　　集◆議会だより編集委員会

発　　行◆令和6年2月16日／津市議会

　　　　　津市西丸之内23番1号

　　　　　ＴＥＬ 059（229）3222

Ｅメール◆229-3222@city.tsu.lg.jp

ホームページ◆https://www.gikai.city.tsu.mie.jp/

印　　刷◆共立印刷株式会社

津市議会の

ホームページに

アクセスできます。

　令和6年第1回定例会の本会議・委員

会の模様は、津市議会ホームページで

映像配信する予定です。

　また、ケーブルテレビ（ＺＴＶ）の

津市行政情報番組（デジタル123チャ

ンネル）でも本会議の模様を録画放送

する予定です。

　放送日程等は、決まり次第ケーブル

テレビ等でお知らせします。

　津市議会ホームページから、「映像配信」にアクセスすると、

ライブ映像、録画放送が視聴できます。

　新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置付けが

5類感染症となってからは、マスクを外して質問する議

員が増え、『つ市議会だより』でもマスクを着用してい

ない議員の姿をお届けできるようになりました。現在の

編集委員による発行は今号が最後となりますが、これか

らも津市議会の様子を市民の皆さんにお届けできるよう

努めてまいりますので、本紙をご愛読いただけますと幸

いです。

　つ市議会だよりに対するご意見、ご感想は、

議会事務局まで（下記所在地、電話番号等）

編 集 後 記

つ　市　議　会　だ　よ　り２０

令和６年第１回定例会日程予定

日 月 火 水 木 金 土

２/１９

本会議

開会日

２０ ２１ ２２ ２３

議会運営

委員会

26 ２７ ２８ ２９ 3/1

本会議

質問日

本会議

質問日

本会議

質問日

本会議

質問日

4 ５ ６ ７ ８

建設水道

委員会

教育厚生

委員会

経済環境

委員会

総務財政

委員会

１１ １２ １３ １４ １５

議会運営

委員会

本会議

閉会日

１８ １９ ２０ ２１ ２２

２４

２

９

１６

２３

２５

３

１０

１７

日程は変更になる場合があります。

その場合は津市議会ホームページでお知らせします。

　津市議会議員伊藤康雄氏は、令和5年11月7

日に逝去されました。

　平成22年2月に初当選されて以来、連続4期

14年にわたり活躍され、議会運営委員会の委

員長をはじめ、決算特別委員会の委員長、建

設水道委員会においては、3度にわたり委員

長を務められました。

　平成26年2月からは、津和会の会派代表と

して会派をまとめ上げられました。

　伊藤議員の数々の業績と、いつも笑みを絶

やさぬ在りし日の面影を偲び、謹んでお悔や

み申し上げます。

伊藤康雄議員

　　　　　　　　逝去


